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ニューヨークで開催
した訪日セミナー

海外現地旅行博
への出展

多言語での情報発信

（ウェブ15言語・21市場、

SNS18市場）

海外現地での

広告・宣伝

海外の旅行会社・
メディアの視察旅行

日本政府観光局（JNTO）の概要

私たちは、日本のインバウンド旅行市場を拡大する政府観光局として、国民経済の発展、地域の活性化、国際的な相互理解の促進、
日本のブランド力向上を実現することにより、未来の日本をより豊かに、元気に、明るくすることを目指します。

Vision：私たちが目指すこと

JNTOは世界14 都市に海外事務所を持ち、外国人の訪日旅行の促進に向けて、海外現地目線に立ったプロモーション、マーケティ
ングを行っています。

JNTOの活動

＜主な事業＞
●訪日旅行市場に関する市場分析・マーケティング
●海外現地旅行会社の訪日ツアー企画・販売の促進

●海外現地メディアを通じた広告・宣伝
●ウェブやSNSを通じた訪日観光の情報提供

●国際会議（MICE）の誘致・開催促進
●受入環境整備・向上支援

（安倍総理とゲストスピーカー記念撮影）
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●正式名称 ： 独立行政法人国際観光振興機構（国土交通省 観光庁所管）
※通称として「日本政府観光局」、略称としてJNTO（英文名称：Japan National Tourism Organizationの頭文字）を使用しています。

●国内拠点 ： 本部（東京）
●海外拠点 ： 14事務所（ソウル、北京、上海、香港、バンコク、シンガポール、ジャカルタ、シドニー、ロンドン、

フランクフルト、パリ、ニューヨーク、ロサンゼルス、トロント）
＊平成28年度以降開設予定(クアラルンプール、マニラ、ハノイ、デリー、ローマ、マドリード、モスクワ)

組織概要



本部（東京）

ロンドン

ソウル

バンコク

北京

ジャカルタ

香港

シドニー

ロサンゼルス
パリ

フランクフルト

シンガポール

上海 トロント

ニューヨーク

クアラルンプール

マニラ
デリー

ローマ

マドリード

モスクワ

ハノイ
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JNTO海外事務所・海外事務所予定地一覧

平成28年度以降、クアラルンプール、マニラ、ハノイ、デリー、ローマ、マドリード、モスクワに新たに事務所を開設予定。

ニューヨーク、ロンドン、ソウル、シンガポールにMICE専門スタッフ配置 ※平成28年度中にパリにも設置予定。
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○海外広告宣伝

訪日外客誘致事業

○海外メディア、海外現地の旅行会社招請

○旅行博出展・イベント開催
○共同広告掲載

▲現地旅行会社向け▲現地消費者向け

日本政府観光局（JNTO）の活動①



5

○ 国際会議等の誘致・開催支援
MICE事業

○MICE誘致アンバサダーの認定

○ 国際会議統計の集約

日本政府観光局（JNTO）の活動②
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○ コンサルティング対応

マーケティング・コンサルティング事業

○ マーケティング・統計資料の発行

○ 訪日外客数の算出・発表

日本政府観光局（JNTO）の活動③
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受入体制の整備

○ ツーリスト・インフォメーション・センター（TIC）の運営

○ 外国人観光案内所の認定およびサポート

○ 宣伝ツールの作成・提供

その他にも
○ 通訳案内士試験の実施
○ 外国人受入・接遇研修への協力

日本政府観光局（JNTO）の活動④

JNTO認定外国人観光案内所
全国668ヶ所

丸の内・新東京ビル1階



JNTO事業パートナーについて
■世界14都市にある海外事務所のネットワークを活かして、事業パートナーの皆様のインバウンド・ツーリズム

振興への取り組みを支援。

■海外へのPRによる地域やサービスの認知度向上、海外セールスによるネットワーク構築、訪日旅行市場に関する
情報提供など、トータルにサポート。

165団体（2012年12月時点） 244団体（2016年7月時点） 143団体（2012年12月時点） 278団体（2016年7月時点）

JNTOオフィシャルサイトでの広報、外国語パンフレットの海外
事務所へ定期発送、海外セールスアポイント代行取得など

メールマガジン、賛助団体・会員専用ウェブサイト閲覧、JNTO
発行出版物提供、個別アドバイスと情報提供など

賛助団体制度賛助団体制度 会員制度会員制度

JNTOの事業に賛同頂き、「賛助金」を出資いただく制度
賛助金：地方公共団体の場合は行政区分、民間企業の場合はカテゴリー（業界・
業種）・事業規模・受益の程度などを考慮して期待額を提示させていただきます。

JNTOのサービスを「年会費」をお支払いただくことでご利用
いただける制度
年会費：300,000円＋税（4月～翌年3月。年度途中からの入会の場合は月割り）

地方公共

団体

観光協会

60%
観光関連

団体

10%

運輸機関

17%

空港施設

3%

旅行会社

4%

観光施設

2%

その他

4%

地方公共

団体

観光協会

68%

観光関連

団体

9%

運輸機関

11%

空港施設

3%

旅行会社

2%

観光施設

1%

その他

6%

宿泊

施設

34%

旅行

会社

13%
観光

稚拙

8%

出版

広告

14%

商業施設

8%

金融機関

4%

運輸機関

4%

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

予約会社

4%

通信機関

2%

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

ﾋﾞｼﾞﾈｽ

1%

その他

8%

宿泊施設

27%

旅行会社

14%

観光施設

7%

出版

広告

9%

商業施

設

7%

金融機関

4%

運輸機関

4%

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

予約会社

2%

通信機関

4%

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

ﾋﾞｼﾞﾈｽ

7%

ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ

関連

1%

教育機関

1%

ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

会社

3% その他

10%

→ →
事業パートナーへのサービス内容事業パートナーへのサービス内容

＜PR・海外セールス支援＞ ＜マーケティング支援＞
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MICE誘致政策の概要（JNTO）

9※観光庁資料よりJNTO編

MICE誘致・開催のためのプロモーション強化MICE誘致・開催のためのプロモーション強化

＜MICEブランドの構築＞
海外の主催者に対し日本のMICEブランドの
認知度向上と差別化を図ることで、日本での
MICE開催を誘致するための広報活動の支援
を図る。

＜MICE誘致アンバサダープログラム＞
具体的な国際会議の誘致案件を持つ学会関係
者等をMICE誘致アンバサダーに認定し、誘
致活動を支援し、研究者等のMICE誘致環境
を改善する。

＜MICEキーパーソン招請＞
国際会議の開催地決定権者等を日本に招請し
直接的にPRする。

＜海外MICE見本市への出展＞
海外における主要MICE見本市にブースを出
展し、コンベンションビューローやサプライ
ヤー等の共同出展者の商談をサポートする。

＜MICE専門誌の招請＞
MICE専門誌等メディアを招請し、記事広告
等を作成することで、MICE開催地としての
日本の認知度を向上させる。

＜MICE人材の育成＞
自治体、関係機関のMICE担当者を対象に定
期的にセミナーを開催し、日本へのMICEの
誘致・受入能力の向上を目指す。

国際会議等のMICE誘致を強力に推進



日本の感性と知性が、ビジネスを未来へ動かす。

■ＭＩＣＥ関係者に対し共通の理念や目的意識を統一し、オールジャパン体制によるＭＩＣＥ誘致・
開催を促進する。

■海外の主催者に対し日本のMICEブランドの認知度向上と差別化を図ることで、日本でのMICE
開催を誘致するための広報活動の支援を図る。

日本のMICEが目指す姿日本のMICEが目指す姿

タグラインブランド名

MICEブランドの構築
MICE誘致・開催のためのプロモーション強化①
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ブランドロゴ



MICE誘致アンバサダープログラム（概要）
■MICEを戦略的に誘致するため、産業界や学術分野において国内外に対し発言力やネットワーク

を有する方々を日本の「MICE誘致アンバサダー」として委嘱する。

■日本国内における国際会議開催の意義についての普及啓発活動、及び、それぞれの専門分野にお
いて、具体的な国際会議の日本への誘導活動をおこなっていただくことにより、日本の国際会議
件数の増加や日本国内における国際会議開催の意義に対する理解度の向上、並びに海外における
日本のプレゼンス向上を目的とする。 MICE誘致アンバサダー

＜MICE誘致アンバサダーの活動内容＞

アンバサダーは、そのネットワークや影響力を
活かして下記の役割を担うことを期待。

・日本におけるMICE開催の意義に関する
普及・啓蒙

・MICE開催地としての日本のPR
・日本への国際会議等の誘致・開催の促進

＜MICE誘致アンバサダーに対する支援＞

・国際会議の誘致活動支援
・立候補都市選定への協力
・国際本部等のキーパーソン招請
・プレゼンテーション資料作成 等

MICE誘致・開催のためのプロモーション強化②

11



12

国際MICE見本市への出展

■海外で開催されるMICE見本市に出展し、日本で開催される可能性のある国際会議やインセンティ
ブ旅行等に関する情報交換や商談を行う。

■見本市でコンタクトの生まれた国際会議や、インセンティブ旅行実施企業を、出展後もフォロー
アップし、日本での開催の実現に繋げている。

名称：The Worldwide Exhibition for Incentive 
Travel, Meeting and Events

会場：Messe Frankfurt Hall 8, Germany
会期：2016年4月19日～21日
規模（2015年実績）：

来場者：14,398名、出展者：3,500団体
招待バイヤー：3,952名（78ヶ国・地域）
商談件数：65,000件
日本側参加団体：22団体（CB,PCO,Hotel等）

MICE誘致・開催のためのプロモーション強化③
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平成28年度出展予定の海外MICE見本市

名称 会期 開催国・都市 規模（2015年実績）

IT & CM CHINA 2016
2016年
4月6日（水）～8日（金）

中国・上海
来場者：1,801名
出展者：263団体

IMEX 2016
2016年
4月19日（火）～21日（水）

ドイツ
フランクフルト

来場者：14,398名
出展者：3,500団体

CIBTM
2016年
9月7日（水）～8日（木）

中国・北京
来場者：5,000名
出展者：365団体

IMEX AMERICA 2016
2016年
10月18日（火）～20日（木）

米国
ラスベガス

来場者：10,732名
出展者：3,100団体

EIBTM 2016
2016年
11月29日（火）～12月1日
（木）

スペイン
バルセロナ

来場者：14,986名
出展者：3,654団体

AIME 2017
2017年
2月21日（火）～22日（水）

オーストラリア
メルボルン

来場者：4,588名
出展者：523団体

MICE誘致・開催のためのプロモーション強化③



14

海外MICEセミナー・商談会

■海外の国際会議等主催者やインセンティブ旅行関係者を対象としたセミナーを海外各地で開催し、
MICE開催地としての日本のよさをアピール。

■各セミナーの後に商談会も開催。

名称：台湾インセンティブ旅行セミナー
日程・開催地：2016年8月2日（火）高雄、3日（水）台中、4日（木）台北
現地バイヤー数（予定）：高雄50名、台中50名、台北100名
概要：日本へのインセンティブ旅行が多い台湾のインセンティブツアー取扱旅行会社を対象

に、日本の各都市のインセンティブツアーの魅力や支援サービスを説明するセミナー
と商談会を実施。有望なインセンティブ旅行案件の獲得を図る。

MICE誘致・開催のためのプロモーション強化③
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平成28年度開催予定の海外MICEセミナー・商談会

誘致対象 セミナー 日程 開催都市

国際会議
韓国 国際会議

キーパーソンセミナー
2016年6月22日（水） ソウル

国際会議
シンガポール

国際会議主催者セミナー
2016年10月27日（木） シンガポール

インセンティブ旅行
インドネシア

インセンティブ旅行セミナー
2016年6月1日（水） ジャカルタ

インセンティブ旅行
台湾

インセンティブ旅行セミナー
2016年8月2日（火）
3日（水）・4日（木）

高雄・台中・台北

インセンティブ旅行
シンガポール・マレーシア

インセンティブ旅行セミナー
2016年7月19日（火）

21日（木）
シンガポール

クアラルンプール

インセンティブ旅行
韓国

インセンティブ旅行セミナー
2016年9月27日（水）

28日（木）
ソウル・釜山

インセンティブ旅行
タイ

インセンティブ旅行セミナー
2017年2月 バンコク

MICE誘致・開催のためのプロモーション強化③



VISIT JAPAN トラベル＆MICE マート2016

＜概要＞
日 程：商談会 2016年9月21日（水）～23日（金）
会 場：東京ビッグサイト
招待者：海外バイヤー 330社程度

MICE専門バイヤー 25社程度
出展者：国内セラー 400社程度

MICE専門セラー 30社程度
主 催：日本政府観光局（JNTO)
後 援：観光庁
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MICE誘致・開催のためのプロモーション強化③



IME2016

ＩＭＥとは、全国のコンベンションビューローやMICE関
連事業者及び外国政府観光局等が出展し、各種学会や大会
・企業会議・インセンティブ旅行を実施している学協会・
大学関係者、企業・旅行会社向けのプロモーション、商談
を行うMICE見本市。

国内唯一の国内および国際会議のトレードショー
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MICE誘致・開催のためのプロモーション強化③



MICE人材の育成
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■日本でMICE誘致・開催に取り組む地方公共団体、旅行・宿泊・会議運営関係企業担当者等を
対象に定期的にセミナーを開催し、日本へのMICEの誘致・受入能力の向上を目指す。

MICEセミナー ＜基礎編＞ MICEセミナー＜実践編＞ 国際会議誘致実践セミナー

新たにMICE業務を担当する実務担当
者を主な対象に、国際MICE市場の概
要や誘致・セールス活動の手法及び実
際の国際会議の流れを学ぶ。

＜プログラム＞
・MICE誘致の現状とJNTOの取組み
・国際会議を誘致するためのポイント
・国際会議開催支援で必要なこと
・インセンティブイベントの仕組みと

誘致の課題

MICE業務経験を有する実務担当者を
対象に、MICE誘致に向けた効果的な
情報発信の仕方やコミュニケーション
のテクニック等を学ぶ。

＜プログラム＞
・MICEウェブサイトによる情報発信
・外国人誘致に向けた「信頼できる機

関」との協同
・都市の魅力を伝える
・ロールプレイング

国際水準のノウハウを持つ海外講師を
招請し、MICE分野の高い専門性を有
する人材育成を目的に、国際会議の誘
致・開催・マネジメント等に関する実
践的な研修。
＜プログラム＞
・The Association Market
・The Biding Process of ICCA
・Importance of Collaboration
・International Case Studies
・Group Presentations

MICE誘致・開催のためのプロモーション強化④



北海道へのMICE誘致に関する取組例①
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国際会議の誘致＜成功事例＞

会議名
第30回世界牛病学会2018 
World Buiatrics Congress (WBC2018)

開催都市・会場 札幌市・札幌コンベンションセンター

予定開催期間 2018年（平成30年）8月

予定参加人数 2,000名（海外：1,500名 国内：500名）

予定参加国数 約60ヵ国

誘致活動

札幌コンベンションビューローとJNTOが
連携して、学会キーパーソン招請、農林水産大
臣・観光庁長官・JNTO理事長・北海道知事・
札幌市長の招請状の発出やビッドペーパー、プ
レゼンテーション作成コンサルテーションなど
の支援を行う。

2,000名規模の国際会議アジアで初開催！
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北海道へのMICE誘致に関する取組例②

「VISIT JAPAN トラベル & MICE マート2015」ファムトリップ

■日本への企業インセンティブ旅行の積極的な展開を望む旅行会社のインセンティブ旅行担当者及び
コーポレートミーティングプランナーを招請して、国内MICE専門セラーと優先的な商談の実施
及び、MICE視察を主目的としたファムトリープを実施

コース名 北海道・道央コース

期日 2015年9月28日～10月1日（3泊4日）

参加者 マレーシア3名・インドネシア2名

行程 千歳～ニセコ～富良野～札幌～千歳

視察個所

・ルスツリゾートホテル＆コンベンション＜視察＞
・ニセコ町チームビルディング・アイスクリーム作り＜体験＞
・キロロリゾート＜視察＞
・にしん御殿小樽貴賓館＜視察＞
・小樽運河＜視察＞
・フラワーランドかみふらの＜視察＞
・フラノマルシェ＜視察＞
・白い恋人パーク＜視察＞
・さっぽろオータムフェスト2015＜体験＞
・札幌もいわ山ロープウェイ＜視察＞
・千歳アウトレットモール・レラ＜視察＞
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北海道へのMICE誘致に関する取組例③

MICE新時代を支える企業ミーティングの誘致強化

招請企業 AMEX Meetings & Events社

企業概要
世界140ヵ国に顧客企業数約1,000社
年間約42,500件の企業ミーティングや
大型コンベンションを取扱う

招請者 アジア太平洋地域の役職者7名

視察内容
札幌市内のホテル・宴会場、ユニークな
パーティ会場として好評な大倉山ジャンプ
競技場など

＜企業ミーティング誘致のメリット＞

■ホテルの宴会場の稼働率向上が課題となっている中、企業

ミーティングは国際会議に比べて規模が小さく、また観光

インセンティブとは異なり数日間に渡り宴会場を利用する。

■会議の各国持ち回り・隔年や数年に一度の開催といった制

約が少なく、短いスパンでのリピーター利用が期待できる。
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北海道へのMICE誘致に関する取組例④

海外メディアへの情報提供

アジア・パシフィック地域のMICE業界・最大の専門誌
「TTGmice」に、MICEの新しいプログラムとして、
札幌のチームビルディングのメニューを紹介

※「TTGmice」
高い発行部数や絞り込ま
れた読者層、数々の受賞
歴がある記事内容など、
全てにおいて業界No.1
MICE業界キーパーソン
の重要な情報源となって
いる。



JNTOの誘致支援について

立候補 誘致活動 開催決定 会議開催

■主催者向けセミナーの開催

国際会議の開催成功事例、国際会議の誘致

に熱心な各都市やコンベンションビューロ

ー・会議施設、資金集めのための支援制度

等をご紹介します。

■「国際会議誘致マニュアル」の提供

立候補の方法から立候補書類の作成方法等

誘致のノウハウを解説した冊子をご提供し

ます。

■開催都市選定のお手伝い

個々の会場に合わせたオーダーメイドの

プロポーザルを各都市から入手し、主催者

へご提供します。

■立候補書類作成のお手伝い

都市やコンベンションビューローと協力し

て、立候補書類（ビッドペーパー）作成の

アドバイスや、JNTO理事長による招請状

の発行します。会議により関係省庁の招請

状も発行できる場合もあります。

■PR用画像・映像の提供

ビッドペーパーに使用できる日本のイメー

ジ画像やプレゼンテーション時に利用でき

る日本PR用映像をご提供します。

■国際本部へのアプローチ

海外14ヶ所にあるJNTOのネットワークを

活用し、国際団体本部や事務局等のキーパ

ーソンにコンタクトし、日本での会義開催

を働きかけます。

■海外キーパーソン招請

国際会議開催地としての日本の魅力、充実

した受入態勢体制アピールのため、国際会

議の開催地決定権者（キーパーソン）を日

本へ招請するプログラム「Meet Japan」

を開催しています。

■会議参加者への宣伝資料の提供

日本のPRブースや投票権者への配布資料

として、JNTOの作成する日本紹介パンフ

レット等をご提供します。

■「国際会議開催マニュアル」のご提供

国際会議開催のノウハウをわかりやすく記

載した冊子をご提供します。

■寄附金募集・交付金交付制度のお手伝い

JNTOは「特定公益増進法人」に指定されて

おり、JNTOに寄附していただき、JNTOが

会議主催者に交付金として交付することに

より、寄附者は「特定公益増進法人に対す

る寄附金」として課税優遇措置が受けられ

ます。入金の取りまとめ、領収書の発行な

ど煩雑な寄附金管理事務が軽減されます。

■JNTOウェブサイトへのリンク

日本の観光情報についての総合サイトであ

るJNTOウェブサイトとのリンクにより、

海外からの会議参加者に事前情報提供がで

きます。

■関係事業者のご紹介

日国際会議の運営会社（PCO)や旅行会社

（DMC)をご紹介します。

23


